
庄原さとやまガーデンフェスティバル 2017
（国営備北丘陵公園：10月８日360°カメラで撮影）

秋
風
に
コ
ス
モ
ス
香
る
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●総領バレーボールスポーツ少年団

ご
ショット
な みま

まちづくりを進める市民活動登録団体
をご紹介します！

ご
ショッ

トな みま

がんばれ！

市 民 の ペ ー ジ もくじ

　しょうばら菊友会

３歳までのお子さんの写真を募集
しています。写真（データも可）に、
名前（ふりがな）・生年月日・性別・
連絡先・子どもへのメッセージを
添えて、行政管理課または支所広
報担当まで申し込んでください。
郵送、メール（koho@city. shobara.
lg.jp）でも受け付けます。

お子さんの写真を
載せてみませんか？

父母より：お兄ちゃん
に負けず、元気でやん
ちゃに大きくなってね。

仁に

い井　
　

彩あ
や

ち
ゃ
ん
（
西
城
町
）

Ｈ
28
年
９
月
１
日
生
ま
れ

父母より：おしゃべり

で、元気いっぱいのお兄

ちゃん。いっぱい遊んで

大きくなってね。

仁に

い井　

蒼そ
う
す
け助

く
ん
（
西
城
町
）

Ｈ
26
年
１
月
31
日
生
ま
れ

　私たち総領バレーボールスポーツ少年団は、現在部員 10 人（女子８人、
男子２人）で、６年生が１人と低学年が主体のチームとなっています。
　バレーボールを始めてから経験の浅い団員が多いのですが、「積極的に
ボールを取りに行こう、声を大きく出そう、チームワークを大切にしよう」
を目標に、基礎練習を大切に頑張っています。
　練習は、里山総領体育館で毎週、火曜日は18時30分から20時30分まで、
土曜日は 9 時から 11 時 30 分までしています。
　随時団員を募集していますので、興味のある方はいつでも見学に来てく
ださい。

【連絡先】
山根　啓荘
☎ 0824-88-2314

　市は市内で活動している市民活動団体
の登録制度をつくり広く公開しています。
　市民活動の充実、まちづくりの連携や
協働を進めるため情報をお届けします。

活 動
内 容

子どもを対象にした菊作りの指導など

　

田
ん
ぼ
や
畑
の
あ
ぜ
の
草
刈
り
は
、

や
め
ま
し
た
か
？

　

イ
ノ
シ
シ
の
被
害
に
遭
っ
て
い
る
と

こ
ろ
は
、
草
刈
り
し
た
い
気
持
ち
を

ぐ
っ
と
抑
え
て
、冬
の
間
は
「
冬
枯
れ
」

さ
せ
ま
し
ょ
う
。
そ
の
た
め
に
は
、
ス

ス
キ
や
チ
ガ
ヤ
が
伸
び
て
き
て
も
、
も

う
刈
ら
な
い
こ
と
で
す
。

　

少
々
寂
し
い
冬
の
景
色
に
は
な
り
ま

す
が
、
枯
れ
た
ス
ス
キ
や
チ
ガ
ヤ
は
動

物
の
餌
に
な
り
ま
せ
ん
。
冬
も
草
刈
り

を
す
る
と
青
草
が
生
え
、
そ
れ
が
動
物

の
餌
と
な
り
、
そ
の
場
所
で
餌
が
食
べ

ら
れ
る
と
動
物
に
学
習
さ
せ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
田
ん
ぼ
で
は
「
ひ
こ
ば

え
」
も
食
べ
さ
せ
な
い
よ
う
に
、
メ
ッ

シ
ュ
の
入
り
口
を
閉
め
、
電
気
柵
の
電

気
も
入
れ
た
ま
ま
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

集
落
の
柿
を
と
っ
た
り
、
栗
を
拾
っ

た
り
す
る
こ
と
は
女
性
で
も
で
き
ま
す

が
、
一
人
で
は
大
変
。
そ
の
と
き
に

ち
ょ
っ
と
周
り
の
人
に
声
を
掛
け
て
み

ま
せ
ん
か
。

　

西
城
町
で
は
数
人
で
干
し
柿
を
作
っ

た
り
、
三
日
市
町
で
は
鳥
獣
の
勉
強
会

の
参
加
者
で
栗
を
拾
っ
た
り
し
ま
し

た
。
２
～
３
人
で
も
一
緒
に
数
十
分
作

業
す
る
と
、
楽
し
さ
や
充
実
感
が
得
ら

れ
ま
す
。
ま
わ
り
で
声
を
掛
け
合
っ
て

放
置
果
樹
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

問
い
合
わ
せ

林
業
振
興
課
林
業
振
興
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
２
４

女
性
が
や
れ
ば
ず
ん
ず
ん
す
す
む

女
性
限
定
鳥
獣
被
害
対
策
講
習
会

と
き　

11
月
30
日
㈭　

13
時
～

と
こ
ろ　

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
（
コ
パ
リ
ホ
ー
ル
）

２　市民のページ
３　こうすりゃ～ええ農

市民活動団体登録をしませんか？
市は随時、登録を希望する市民活動団体を募集しています。
詳しくは、企画振興課自治振興係（☎ 0824-73-1209）まで。

営
農
指
導
員
の

ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
ア
ド
バ
イ
ス

女
性
か
ら
は
じ
め
る

獣
害
対
策

番
外
編

地
域
お
こ
し
協
力
隊　

草く
さ
た
に谷　

夏な
つ
え枝

共同畑ではサツマイモが大豊作！
焼き芋、大学芋…いろんなメニュ
ーを想像するとたのしいね！

ウサギが食べた痕跡。ウサ
ギが増えると春に稲の苗が
被害に遭います。放置果樹
は切ったり実を拾ったりし
て、食べさせない対策を！

このコーナーでは、
農業のちょっとしたコツを、
市の営農指導員と
地域おこし協力隊員から
お知らせします。８

　私たちは、会員相互の栽培技術の向上と親睦を深め、菊花栽
培の普及を図るとともに、花いっぱいのまちづくりの推進と地域文化の
向上に寄与することを目的に活動しています。
　また、小学校の子どもたちに総合教育の一環として菊作りの指導を
行い、命の大切さを子どもたちと共に学び合っています。
　しょうばら菊友会では、会員を随時募集しています。興味のある方は
お気軽に事務局までお電話ください。

○展示会のご案内

と　き　11 月 14 日㈫まで
ところ　かんぽの郷庄原特設会場
　皆さんのお越しをお待ちしています。

問い合わせ
事務局　☎ 0824-72-3840（吉森美明宅）

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
営
農
指
導
員
か

ら
農
業
の
ち
ょ
っ
と
し
た
コ
ツ
を
お
知

ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
作
っ
た

野
菜
な
ど
を
出
荷
で
き
る
「
産
直
市
」

の
紹
介
を
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

東
城
き
ん
さ
い
市
運
営
協
議
会

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
４
８
４
０

東
城
支
所
産
業
建
設
室

☎
０
８
４
７
７
‐
２
‐
５
０
０
８

「
東
城
き
ん
さ
い
市
」
へ
出
荷
し

て
み
ま
せ
ん
か
？

い
よ
い
よ
「
兵
糧
攻
め
」
の
時
期

女
性
が
で
き
る
獣
害
対
策
を
　
　

「
み
ん
な
で
わ
く
わ
く
な
活
動
」
に
！

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

都
市
部
や
町
内
の
小
売
店
や
仲
卸
し

な
ど
に
も
納
品
し
て
お
り
、
大
量
に
生

産
さ
れ
た
商
品
で
も
余
す
こ
と
な
く
出

荷
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
珍
し
い
野
菜

を
取
り
扱
う
レ
ス
ト
ラ
ン
な
ど
へ
の
納

品
も
あ
り
、
多
品
目
栽
培
に
取
り
組
ん

で
み
た
い
方
へ
の
対
応
が
で
き
ま
す
。

　

店
内
商
品
に
は
、
全
農
広
島
共
通
の

ラ
ベ
ル
を
使
用
し
て
い
る
た
め
、
全
農

の
産
直
市
へ
も
出
荷
が
容
易
で
す
。

●
出
荷
を
す
る
に
は

　

町
内
産
に
こ
だ
わ
っ
て
い
る
の
で
、

東
城
町
内
の
生
産
者
に
限
ら
れ
ま
す
。

ま
ず
は
、
東
城
き
ん
さ
い
市
運
営
協
議

会
へ
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
入
会
金
１
万
５
千
円（
年
会
費
不
要
）

▼
会
員
に
は
年
に
２
回
程
度
、
消
費
者

と
の
触
れ
合
い
を
目
的
に
、
店
頭
で
の

販
売
の
補
助
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
東
城
き
ん
さ
い
市
と
は

　

中
国
自
動
車
道
東
城
IC
の
南
、「
道

の
駅
遊
Ｙ
Ｏ
Ｕ
さ
ろ
ん
東
城
」
に
隣
接

す
る
産
直
市
で
す
。

　

店
内
に
は
、
東
城
町
産
に
こ
だ
わ
っ

た
農
産
物
や
加
工
品
・
工
芸
品
な
ど
を

数
多
く
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
店
内
の
一
角
に
あ
る
実
演
販

売
施
設
「
比
婆
」
で
は
、
大
判
焼
き
や

人
気
の
ソ
フ
ト
ク
リ
ー
ム
な
ど
、
地
元

産
品
を
使
用
し
た
メ
ニ
ュ
ー
の
販
売
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
７
年
に
12
人
の
出
荷
会
員
で
開

始
し
た
産
直
市
で
し
た
が
、
現
在
は
会

員
数
が
１
５
０
人
を
超
え
、
年
間
約

７
万
人
の
方
が
訪
れ
ま
す
。

▼
年
中
無
休
（
年
末
年
始
除
く
）

▼
営
業
時
間　

８
時
～
18
時
（
12
月
～

３
月
は
17
時
ま
で
）

●
店
舗
外
へ
の
幅
広
い
販
路
が
あ
り
ま
す

　

保
育
所
や
小
・
中
学
校
給
食
へ
の
食

材
供
給
を
し
て
お
り
、
食
育
へ
の
取
り

４　平成 28 年度決算
７　平成 29 年度予算執行状況
８　民俗芸能を伝え残す

10　税を考える週間
11　平成 29 年度学力調査結果
12　児童虐待防止月間
　　／女性に対する暴力をなくす運動期間

13　庄原市斎場の整備と再編 vol.6
　　／安心・安全な毎日のために

14　母子保健だより
　　／子育て通信あそびっ子

15　市政トピックス
18　カメラレポート
20　健康広場
21　お知らせ
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庄
原
警
察
署　

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
０
１
１
０

あ
な
た
の
近
く
で

こ
ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

あ
れ
ば
そ
れ
は
Ｄ
Ｖ
で
す
！

ご相談ください

11月は
児童虐待防止月間です

11
月
12
日
～
25
日
は

「
女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す

運
動
」期
間
で
す

平成29年度の標語　「いちはやく 知らせる勇気 つなぐ声」

～オレンジリボンキャンペーン～

児童相談所
全国共通ダイヤル （いち・はや・く）☎１８９

こ
ん
な
こ
と
が
虐
待
に
当
た
り
ま
す
！

身
体
的
虐
待

暴
力
を
振
る
う
、火
傷
を
さ
せ
る
な
ど

心
理
的
虐
待

言
葉
で
脅
す
、子
ど
も
の
前
で
暴
力
を
振
る

う
、暴
言
を
言
う
な
ど　

性
的
虐
待

性
的
な
い
た
ず
ら
、性
的
関
係
の
強
要
な
ど

ネ
グ
レ
ク
ト

適
切
な
衣
食
住
の
世
話
を
し
な
い
、病
気
に

な
っ
て
も
病
院
に
連
れ
て
行
か
な
い
な
ど

こ
れ
っ
て
し
つ
け
？
そ
れ
と
も
虐
待
？

　

子
育
て
に
お
い
て
『
し
つ
け
』と
称
し
て
、

叩
い
た
り
怒
鳴
っ
た
り
す
る
こ
と
は
、子
ど

も
の
心
の
成
長
に
悪
い
影
響
を
及
ぼ
す
可
能

性
が
あ
り
ま
す
。

①
悪
い
こ
と
を
し
た
ら
叩
く

　

体
罰
を
正
当
化
す
る
と
、歯
止
め
が
利
か

な
く
な
り
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す
る
危
険
が
あ
り

ま
す
。

②
他
の
子
ど
も
と
比
べ
て
責
め
る
・
怒
鳴
る

　

言
葉
で
の
脅
し
は
、言
葉
の
暴
力
で
す
。恐

怖
感
を
う
え
つ
け
、同
時
に
子
ど
も
の
自
尊

心
を
奪
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

③
年
齢
不
適
応
な
期
待
の
押
し
付
け
や
早
期

教
育
の
強
要

　

発
達
を
無
視
し
た
無
理
な
要
求
は
、子
ど

も
の
成
長
や
発
達
に
と
っ
て
好
ま
し
く
な
い

養
育
態
度
で
す
。

　

保
護
者
に
と
っ
て
は
「
し
つ
け
」の
つ
も

り
で
も
、子
ど
も
に
と
っ
て
有
害
な
ら
ば「
虐

待
」に
な
り
ま
す
。

●
夕
暮
れ
・
夜
間
の
交
通
事
故
防
止

　

例
年
秋
口
か
ら
は
、
交
通
量
が
多
く
な

る
帰
宅
時
間
帯
に
暗
く
な
る
な
ど
の
理
由

か
ら
、
夕
暮
れ
・
夜
間
の
交
通
事
故
が
増

加
す
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

【
運
転
者
の
方
へ
】

▼
早
め
に
ラ
イ
ト
を
点
灯
し
ま
し
ょ
う
。

　

日
没
の
30
分
前
に
は
ラ
イ

ト
を
点
け
る
癖
を
つ
け
ま
し
ょ

う
。

▼
ハ
イ
ビ
ー
ム
を
活
用
し
ま
し
ょ
う
。

　

ハ
イ
ビ
ー
ム
は
ロ
ー
ビ
ー
ム
の
倍
以
上

の
照
射
距
離
を
持
っ
て
い
ま
す
。
交
通
量

が
多
く
ハ
イ
ビ
ー
ム
に
で
き
な
い
場
合
は

速
度
を
抑
え
て
走
行
し
ま
し
ょ
う
。

【
歩
行
者
の
方
へ
】

▼
道
路
横
断
時
に
は
細
心
の
注
意
を
配
り

ま
し
ょ
う
。

　

道
路
横
断
時
の
事
故
が
歩
行
者
交
通
事

故
の
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。
特
に
歩
行

者
か
ら
見
て
左
側
か
ら
来
る
車
と
衝
突
す

る
事
例
が
多
い
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

▼
明
る
い
服
を
着
る
よ
う
に
し
、
反
射
用

品
な
ど
を
携
行
し
ま
し
ょ
う
。

　

反
射
材
や
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト
を
活
用
す
る

こ
と
で
車
の
運
転
手
に
発
見
さ
れ
や
す
く

な
り
ま
す
。

●
犯
罪
被
害
の
相
談

　

犯
罪
被
害
に
遭
っ
て
困
っ
た
と
き
は
、

早
め
に
次
の
相
談
窓
口
に
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。
緊
急
の
場
合
や
事
件
の
通
報
は
、

１
１
０
番
ま
た
は
最
寄
り
の
警
察
署
へ
。

【
広
島
県
警
察
の
被
害
者
相
談
窓
口
】 

①
警
察
安
全
相
談
電
話

☎
０
８
２
‐
２
２
８
‐
９
１
１
０

※
携
帯
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
、
プ
ッ
シ
ュ
回
線

は
局
番
な
し
の
＃
９
１
１
０

②
性
犯
罪
相
談
電
話

☎
０
８
２
‐
２
２
２
‐
１
９
８
９

※
携
帯
電
話
、
Ｐ
Ｈ
Ｓ
、
プ
ッ
シ
ュ
回
線

は
局
番
な
し
の
＃
８
１
０
３

③
鉄
道
警
察
隊
ち
か
ん
被
害
相
談
所

☎
０
８
２
‐
２
６
３
‐
０
３
０
０

④
暴
力
団
関
係
相
談
電
話

☎
０
８
２
‐
２
２
８
‐
８
０
０
０

⑤
悪
質
商
法
相
談
電
話

☎
０
８
２
‐
２
２
１
‐
４
１
９
４

⑥
街
宣
屋
等
相
談
電
話

☎
０
８
２
‐
２
２
７
‐
７
４
７
４

●
公
益
社
団
法
人
広
島
被
害
者
支
援

セ
ン
タ
ー
の
電
話
相
談
窓
口

　

事
件
や
事
故
の
被
害
に
遭
っ
た
方
や
遺

族
を
支
援
す
る
団
体
で
す
。

（
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守
）

☎
０
８
２
‐
５
４
４
‐
１
１
１
０

受
け
付
け　

毎
週
月
～
土
曜
日
、
第
１
・
３

日
曜
日　

９
時
～
17
時

※
祝
日
、
８
月
13
日
～
16
日
、
12
月
28
日

～
１
月
４
日
を
除
き
ま
す
。

※
面
接
相
談
は
予
約
が
必
要
で
す
。
ま
ず

は
電
話
で
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

現在の市内の斎場

市民生活課市民生活係 ☎ 0824-73-1154
※ vol.5 は広報しょうばら平成 28 年６月号に掲載しています。

問い合わせ　児童福祉課あんしん支援係 ☎ 0824-73-0051

庄原市斎場の整備と再編

　庄原市斎場再編整備計画（平成26 年７月策定）
では、新庄原市斎場の一部供用開始をもって西城
斎苑、口和斎場、比和斎場、総領斎場を閉鎖すると
していましたが、閉鎖時期を平成31 年３月末日ま
で延期することとしました。

■新斎場（庄原）施設概要
①火葬部門…火葬炉３基
②待合部門…40 人収容３室（食事や休憩が可能）
③式場部門…80 人収容１室（通夜・葬儀が可能）
※①②は平成 30 年 11 月１日から供用開始
　③は平成 31 年４月１日から供用開始

vol.6

改築工事の様子

新庄原市斎場は平成30年11月１日から供用開始

４斎場（西城・口和・比和・総領）の閉鎖時期を平成31年３月末日まで延期

相談機関名 電話番号 相談時間など

広島県北部こども家庭センター
（配偶者暴力相談支援センター） 0824-63-5181 月～金

10 時～ 17 時

庄原警察署 0824-72-0110 24 時間

庄原市役所
（専用ダイヤル） 0824-73-1243 月～金

９時～ 17 時

身
体
的
暴
力

叩
く
・
殴
る
・
蹴
る
・
首
を
絞
め
る
・
物
を
投

げ
つ
け
る
（
ふ
り
を
す
る
）な
ど

精
神
的
暴
力

無
視
・
怒
鳴
る
・
暴
言
を
は
く
・
外
出
や
交

友
関
係
を
監
視
す
る
・
大
切
な
も
の
を
壊
す

経
済
的
暴
力

生
活
費
を
入
れ
な
い
・
借
金
を
か
さ
ね
る
・

仕
事
を
し
な
い
・
仕
事
を
さ
せ
な
い
な
ど

性
的
暴
力

性
的
行
為
の
強
要
・
避
妊
に
協
力
し
な
い
・

無
理
や
り
ポ
ル
ノ
ビ
デ
オ
や
雑
誌
を
見
せ
る

　

Ｄ
Ｖ
と
は
、配
偶
者
（
夫
ま
た
は
妻
）や
恋

人
な
ど
親
密
な
関
係
に
あ
る
相
手
か
ら
の
暴

力
を
い
い
ま
す
。Ｄ
Ｖ
は
、大
切
に
思
う
相
手

か
ら
安
全
で
あ
る
は
ず
の
日
常
の
中
で
与
え

ら
れ
る
恐
怖
心
や
緊
張
で
す
。こ
の
た
め
、身

体
的
影
響
（
ケ
ガ
な
ど
）に
と
ど
ま
ら
ず
、心

に
も
深
い
ダ
メ
ー
ジ
を
残
し
日
常
生
活
に
支

障
を
き
た
す
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

児
童
虐
待
は　
　
　
　
　
　
　
　
　

社
会
全
体
で
解
決
す
べ
き
問
題
で
す

　

子
ど
も
へ
の
虐
待
は
、そ
れ
ぞ
れ
の

家
庭
が
抱
え
る
問
題
に
加
え
、地
域
で

の
孤
立
が
そ
の
背
景
に
あ
り
ま
す
。

　

虐
待
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、ま
ず

地
域
ぐ
る
み
で
子
育
て
家
族
を
温
か
く

見
守
る
こ
と
や
、さ
り
げ
な
く
声
掛
け

す
る
な
ど
の
行
動
が
大
切
で
す
。

女
性
に
対
す
る
暴
力
根
絶
の
た
め

の
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク

電話をかけると近くの児童相談所につながります。匿名での連絡が可能です。

新庄原市斎場外観イメージ

★

★
★

★

右の地図中、★のついた斎場・斎苑を
平成 31 年３月末日に閉鎖します。
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 【

子育て通信子育て通信

あそびっ子あそびっ子
児童福祉課あんしん支援係
☎ 0824-73-0051

母子保健母子保健母子保健
コーナー

保
健
医
療
課
健
康
推
進
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
５
５

　

母
子
健
康
手
帳
は
、
妊
娠
が
判
明
し

産
婦
人
科
医
師
な
ど
か
ら
母
子
健
康
手

帳
を
も
ら
う
よ
う
指
示
が
あ
れ
ば
、
役

所
で
妊
娠
の
届
出
を
す
る
こ
と
で
交
付

さ
れ
ま
す
。

　

母
子
健
康
手
帳
は
妊
娠
初
期
か
ら
小

学
校
入
学
ま
で
の
一
貫
し
た
健
康
記
録

で
す
。
妊
娠
中
の
親
の
思
い
を
書
き
留

め
た
り
、
出
産
後
の
子
ど
も
の
成
長
を

記
録
し
た
り
で
き
ま
す
。
子
ど
も
が
大

き
く
な
っ
た
時
に
母
子
健
康
手
帳
を
見

な
が
ら
乳
幼
児
期
の
話
を
し
て
あ
げ
る

の
も
い
い
で
す
ね
。
ま
た
予
防
接
種
の

接
種
歴
も
母
子
健
康
手
帳
の
記
録
を
基

に
確
認
し
て
い
ま
す
。
高
校
生
や
大
学

生
に
な
っ
て
も
役
立
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
父
親
が
妊
娠
・
出
産
・
育

児
へ
の
理
解
を
深
め
、
母
親
と
共
に
子

育
て
を
し
て
い
く
た
め
に
父
子
健
康
手

帳
を
交
付
し
て
い
ま
す
。
母
子
健
康
手

帳
の
よ
う
に
病
院
に
提
出
す
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
夫
婦
で
一
緒
に
妊

娠
・
出
産
・
育
児
に
つ
い
て
考
え
る
き
っ

か
け
の
一
つ
に
な
れ
ば
と
願
っ
て
い
ま

す
。

母
子
健
康
手
帳

父
子
健
康
手
帳

母
子
健
康
手
帳
に
つ
い
て
の
Ｑ
＆
Ａ

演
題　

「
加
害
者
が
変
わ
れ
ば
Ｄ
Ｖ
は
な
く
な

る
の
か
」

と
き

12
月
５
日
㈫　

18
時
～
20
時

12
月
６
日
㈬　

10
時
～
12
時

と
こ
ろ

庄
原
市
総
合
体
育
館
２
階
会
議
室

講
師

ク
ロ
ッ
ケ
代
表　

黒く
ろ
せ瀬　

茂し
げ
こ子
さ
ん

講
師
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

山
梨
大
学
教
育
学
部
卒
。小
中
学
校

の
臨
時
教
員
な
ど
を
経
て
、２
０
１
０

年
11
月
に
福
山
市
で
ク
ロ
ッ
ケ
を
設

立
。２
０
１
２
年
８
月
に
拠
点
を
広
島

市
中
区
に
移
す
。そ
の
後
広
島
県
の
Ｄ

Ｖ
対
策
委
員
を
任
命
さ
れ
る
。民
間
団

体
ア
ウ
ェ
ア
（
東
京
）が
認
定
す
る
Ｄ

Ｖ
加
害
者
プ
ロ
グ
ラ
ム
、デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ

プ
ロ
グ
ラ
ム
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
。

※
託
児
あ
り
（
12
月
１
日
㈮
ま
で
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。）

　

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ
オ
レ
ン
ス
（
Ｄ
Ｖ
）
は
ど

う
す
れ
ば
な
く
な
る
の
で
し
ょ
う
。

　

加
害
者
が
変
わ
れ
ば
Ｄ
Ｖ
は
な
く
な
る
の
か
、
Ｄ
Ｖ

加
害
者
の
更
生
支
援
を
さ
れ
て
い
る
講
師
に
話
を
聞

き
、
Ｄ
Ｖ
を
防
止
す
る
方
法
に
つ
い
て
考
え
ま
し
ょ
う
。

　

市
は
、
10
月
１
日
付
で
定
住
支
援
員
（
移

住
定
住
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
）
に
、
藤ふ

じ
わ
ら原
富と

み
お雄

さ
ん
と
柳

や
な
ぎ
は
ら原
則の

り
あ
き明
さ
ん
を
任
命
し
ま
し
た
。

藤
原
さ
ん
は
平
成
27
年
10
月
か
ら
２
年
間
、

東
城
地
域
を
担
当
す
る
定
住
支
援
員
と
し
て

活
動
し
、
引
き
続
き
東
城
地
域
の
移
住
者
増

に
向
け
て
力
を
注
ぎ
ま
す
。
高
野
地
域
を
担

当
す
る
柳
原
さ
ん
は
、
前
任
の
宮み

や
の野

幸ゆ
き
ひ
ろ博

さ

ん
か
ら
バ
ト
ン
を
受
け
、
空
き
家
の
掘
り
起

こ
し
や
移
住
希
望
者
に
対
す
る
細
や
か
な
サ

ポ
ー
ト
な
ど
、
高
野
地
域
へ
の
深
い
造ぞ

う
け
い詣

を

生
か
し
た
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

定
住
支
援
員
制
度
は
、
移
住
を
希
望
す
る

方
や
移
住
し
て
間
も
な
い
方
に
対
す
る
き
め

細
や
か
な
支
援
体
制
を
整
え
、
移
住･

定
住

に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
任
用
に
よ
り
、
東
城
・
口
和
・
高

野
・
比
和
・
総
領
の
５
地
域
に
５
人
の
定
住

支
援
員
を
配
置
。
今
後
も
市
は
、
こ
の
取
り

組
み
を
他
の
地
域
に
も
広
げ
、
移
住
希
望
者

が
安
心
し
て
移
住
で
き
る
環
境
の
整
備
に
努

め
て
い
き
ま
す
。

東城地域と高野地域の移住者増に期待
移住定住コンシェルジュ２人を任命

いちばん
づくり課

寺元企画振興部長（左）から任命を受ける柳原さん
（中央）と藤原さん（右）

　

木
山
耕
三
市
長
が
、
10
月
、
長
寿

を
祝
福
す
る
た
め
、
市
内
の
百
歳
以

上
の
長
寿
者
を
訪
問
し
、
敬
老
祝
金

を
手
渡
し
ま
し
た
。
あ
わ
せ
て
、
本

年
度
中
に
満
百
歳
を
迎
え
る
方
（
基

準
日
／
９
月
15
日
の
「
老
人
の
日
」）

に
贈
ら
れ
る
内
閣
総
理
大
臣
か
ら
の

お
祝
い
状
と
記
念
品
の
銀
杯
を
手
渡

し
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
敬
老
祝
金
贈
呈
対
象
者

（
大
正
７
年
３
月
31
日
以
前
に
生
ま
れ

た
方
）
は
78
人
（
男
性
13
人
・
女
性

65
人
）、
市
内
最
高
齢
者
は
女
性
が
満

１
０
６
歳
の
方
、
男
性
が
満
１
０
３

歳
の
方
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

６
月
24
日
、
７
月
29
日
、
９

月
30
日
の
３
日
間
、
中
結
び
イ

ベ
ン
ト
「
土
曜
の
夜
に
恋
が
始

ま
る
…
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

市
内
の
し
ょ
う
ば
ら
縁
結
び

協
力
店
を
会
場
に
開
催
す
る
こ

の
イ
ベ
ン
ト
は
、
人
数
が
通
常

の
イ
ベ
ン
ト
よ
り
も
少
な
く
、

設
定
時
間
も
短
い
こ
と
か
ら
、

気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。

　

９
月
30
日
は
、
西
本
町
の

H
O

M
E

 SP
R

IN
G

で
お
お
む
ね

35
～
45
歳
を
対
象
に
開
催
し
、

男
女
各
６
人
が
参
加
。
初
め
の

う
ち
は
緊
張
の
面
持
ち
で
し
た

が
、
ピ
ザ
の
ト
ッ
ピ
ン
グ
な
ど

の
共
同
作
業
で
表
情
も
和
ら
い

で
い
ま
し
た
。
食
事
を
取
り
な

が
ら
、
参
加
者
一
人
一
人
が
カ
ー

ド
を
選
び
、
カ
ー
ド
に
書
い
て

あ
る
話
題
で
盛
り
上
が
っ
て
い

る
う
ち
に
、
お
互
い
に
心
が
ほ

ぐ
れ
、
よ
り
相
手
を
知
る
き
っ

木山市長から100歳のお祝い状を受け取る佐々木シマヱさん（中央）と市内最高
齢者の室木クマヨさん（左）　【介護老人保健施設こぶしの里（東城町）】

みんなでトッピングしたピザ

高齢者
福祉課

いちばん
づくり課

市長が長寿者を表敬訪問
100 歳以上の方に敬老祝金を贈呈

気軽に参加できる「中結びイベント」が好評
しょうばら縁結び事業

引
越
し
し
た
場
合
、
母
子
健
康
手

帳
は
使
え
ま
す
か
？

母
子
健
康
手
帳
は
引
き
続
き
使
用

で
き
ま
す
。
転
出
先
の
役
所
な
ど

で
妊
婦
一
般
健
康
診
査
受
診
票
な

ど
を
差
し
替
え
て
も
ら
っ
て
く
だ

さ
い
。

も
し
母
子
健
康
手
帳
を
紛
失
し
て

し
ま
っ
た
ら
？

紛
失
・
破
損
し
た
場
合
に
は
再
発

行
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

手
続
き
は
保
健
医
療
課
ま
た
は
各

支
所
で
で
き
ま
す
。
健
診
や
予
防

接
種
な
ど
の
市
が
把
握
し
て
い
る

情
報
は
、
再
発
行
の
と
き
に
記
載

し
ま
す
。
ま
た
病
院
で
も
こ
れ
ま

で
の
妊
婦
健
診
の
結
果
を
記
入
し

て
も
ら
い
ま
し
ょ
う
。

【
ク
ロ
ッ
ケ
（Croquette

）と
は
】

　

Ｄ
Ｖ
加
害
者
、デ
ー
ト
Ｄ
Ｖ
プ
ロ
グ

ラ
ム
の
実
施
と
と
も
に
、被
害
女
性
の

自
立
支
援
や
子
ど
も
の
メ
ン
タ
ル
ケ
ア

を
主
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　

２
０
０
１
年
４
月
「
配
偶
者
か
ら
の

暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者
の
保
護
に
関

す
る
法
律
（
Ｄ
Ｖ
防
止
法
）」が
制
定
さ

れ
ま
し
た
。Ｄ
Ｖ
被
害
者
を
支
援
す
る

機
関
は
よ
う
や
く
増
え
て
き
ま
し
た

が
、Ｄ
Ｖ
加
害
者
が
更
正
で
き
る
場
所

は
全
国
に
数
カ
所
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

　

ク
ロ
ッ
ケ
は
、数
少
な
い
「
加
害
者

プ
ロ
グ
ラ
ム
」を
実
施
で
き
る
と
こ
ろ

と
し
て
、２
０
１
０
年
11
月
12
日
に
広

島
県
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
・
託
児
申
し
込
み

児
童
福
祉
課
あ
ん
し
ん
支
援
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
０
０
５
１

ＦＡＸ
０
８
２
４
‐
75
‐
０
１
９
５

メ
ー
ル  anshin@

city.shobara.lg.jp
平
成
29
年
度

庄
原
市
Ｄ
Ｖ
防
止
講
演
会

・

第
４
回
人
権
啓
発
セ
ミ
ナ
ー
を

開
催
し
ま
す

か
け
に
も
な
っ
た
様
子
で
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
一
人
一
人
と

落
ち
着
い
て
話
が
で
き
、
参
加

者
が
同
世
代
と
い
う
こ
と
も
あ

り
楽
し
く
参
加
で
き
た
」
と
好

評
で
、
中
結
び
イ
ベ
ン
ト
の
ニ
ー

ズ
の
高
さ
が
う
か
が
え
ま
し
た
。

　

こ
の
３
日
間
で
４
組
が
マ
ッ

チ
ン
グ
し
、
今
後
の
展
開
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
し
ょ
う
ば
ら
縁

結
び
は
、
引
き
続
き
出
会
い
の

場
を
設
定
し
、
独
身
者
の
縁
を

結
ぶ
後
押
し
を
し
て
い
き
ま
す
。

今
後
の
中
結
び
イ
ベ
ン
ト

①
開
催
日　

11
月
18
日
㈯

　

対
象　

お
お
む
ね
25
～
35
歳

　

申
込
締
切　

11
月
８
日
㈬

②
開
催
日　

１
月
20
日
㈯

　

対
象　

お
お
む
ね
30
～
40
歳

　

申
込
締
切　

１
月
10
日
㈬

③
開
催
日　

３
月
17
日
㈯

　

対
象　

お
お
む
ね
35
～
45
歳

　

申
込
締
切　

３
月
７
日
㈬

※
参
加
者
は
抽
選
で
決
定
し
ま

す
。

※
会
場
は
参
加
者
の
み
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

※
詳
し
く
は
、
し
ょ
う
ば
ら
縁

結
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://

w
w

w
.shobara-enm

usubi.jp

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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10
月
７
日
か
ら
９
日
の
３
日
間
、

国
営
備
北
丘
陵
公
園
を
会
場
に
庄
原

観
光
い
ち
ば
ん
協
議
会
が
「
庄
原
さ

と
や
ま
ガ
ー
デ
ン
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

２
０
１
７
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
、
庄
原
市
の
花
と
緑
の
観

光
資
源
の
魅
力
発
信
や
認
知
度
向
上
、

中
国
や
ま
な
み
街
道
沿
線
観
光
施
設
と

連
携
し
広
域
周
遊
の
促
進
を
図
る
こ
と

を
目
的
と
し
、
３
日
間
で
市
内
外
か
ら

約
２
万
８
千
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
ミ
ニ
ガ
ー
デ
ン
の

作
品
が
ず
ら
り
と
並
ぶ
「
山
陰
・
山
陽

ガ
ー
デ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」
で
、
プ
ロ
の

造
園
事
業
者
や
一
般
の
団
体
・
個
人
か

ら
全
15
作
品
が
出
展
さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
他
、
庄
原
市
ふ
る
さ
と
大
使
で
あ
り

世
界
的
ガ
ー
デ
ナ
ー
の
石い

し
は
ら原

和か
ず
ゆ
き幸

さ
ん

に
よ
る
ブ
ー
ケ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
や
植

物
を
暮
ら
し
に
活
用
す
る
各
種
講
座
、

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
関
連
用
品
の
販
売
な
ど

で
会
場
は
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

石原和幸さん（右）のブーケパフォーマンス

ガーデンコンテスト出品作品がずらり ガーデンワークショップ石原和幸さんによるコンテスト作品の講評

花と緑のまち庄原をＰＲ
庄原さとやまガーデンフェスティバル 2017

商工
観光課

　

10
月
９
日
の
体
育
の
日
に
あ
わ

せ
、
初
め
て
と
な
る
「
庄
原
市
障

害
者
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
」
を
庄
原

市
北
公
園
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
26
人
が
参
加
し
て
フ
ラ

イ
ン
グ
デ
ィ
ス
ク
（
ア
キ
ュ
ラ
シ
ー
、

デ
ィ
ス
タ
ン
ス
）
を
試
合
形
式
で

行
い
、
爽
や
か
な
汗
を
流
し
な
が

ら
交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
庄
原
市
身
体
障
害
者
連

合
会
、
庄
原
市
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委

員
協
議
会
の
ほ
か
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
が
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
協
力

し
、
体
験
会
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。

　

今
後
も
体
験
会
を
通
し
て
さ
ま

ざ
ま
な
種
目
を
紹
介
し
、
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
社
会
の
実
現
に
向
け
て
取

り
組
み
ま
す
。

　

市
は
昨
年
度
か
ら
、
民
泊
（
生
活
体
験
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
）
に
よ
る
体
験
型
修
学
旅
行
の
受

け
入
れ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
民
泊
に

つ
い
て
、
さ
ら
な
る
普
及
と
民
泊
受
け
入
れ
家

庭
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
た
め
、10
月
４
日
、

民
泊
講
習
会
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

講
習
会
で
は
、
㈱
体
験
教
育
企
画
の
藤ふ

じ
さ
わ澤

安や
す
よ
し良
さ
ん
が
、
民
泊
の
理
念
や
意
義
、
民
泊

を
受
け
入
れ
る
に
当
た
っ
て
の
ポ
イ
ン
ト
な
ど

を
解
説
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
民
泊
受
け
入
れ
家
庭
を
中
心
に
約

30
人
の
参
加
者
が
あ
り
、
民
泊
の
受
け
入
れ
方

な
ど
に
つ
い
て
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

市
は
１
月
10
日
～
11
日
に
、
神
奈
川
県
の

高
校
生
の
体
験
型
修
学
旅
行
受
け
入
れ
を
予

定
し
て
い
ま
す
。
新
規
の
民
泊
受
け
入
れ
家

庭
も
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

庄
原
市
さ
と
や
ま
体
験
交
流
協
議
会
事
務
局

〔（
一
社
）
庄
原
市
観
光
協
会
〕

☎
０
８
２
４
‐
75
‐
０
１
７
３

生涯スポーツ社会実現に向けて初の取り組み
障害者スポーツ体験会

生涯
学習課

民泊の意義を学ぶ
民泊講習会

商工
観光課

フライングディスクを楽しむ参加者

熱心に講習を受ける参加者

　

市
は
、
体
験
型
修
学
旅
行
の
体

験
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
つ
と
し
て
、
本

年
度
か
ら
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
体
験
メ

ニ
ュ
ー
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
と
は
特
殊

な
ゴ
ム
ボ
ー
ト
を
使
っ
て
川
を
下

る
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
本

年
度
、
西
城
川
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に

し
た
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
体
験
メ
ニ
ュ
ー

を
整
備
す
る
た
め
、
イ
ン
ス
ト
ラ

ク
タ
ー
の
養
成
を
開
始
し
ま
し
た
。

　

第
１
回
の
講
座
は
、
９
月
30
日
、

ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
が
盛
ん
な
吉
野
川

（
高
知
県
）
で
現
地
視
察
を
実
施
し

ま
し
た
。
当
日
は
受
講
生
22
人
が

参
加
し
、
現
地
の
イ
ン
ス
ト
ラ
ク

タ
ー
か
ら
ボ
ー
ト
の
こ
ぎ
方
や
安

全
対
策
な
ど
の
説
明
を
受
け
て
川

に
こ
ぎ
出
し
ま
し
た
。
参
加
者
の

ほ
と
ん
ど
が
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
初
体

験
で
し
た
が
、
ガ
イ
ド
の
指
導
の

インストラクターの説明を受けラフティング体験

商工
観光課

吉野川で本場のラフティングを体験
ラフティングのインストラクター養成講座を開始

　

広
島
県
代
表
と
し
て
全
国
大
会
へ

出
場
す
る
選
手
の
壮
行
式
が
10
月
５

日
に
市
役
所
本
庁
舎
で
行
わ
れ
、
多

く
の
関
係
者
や
家
族
が
出
場
者
を
激

励
し
ま
し
た
。

　

壮
行
式
で
は
米
村
公
男
副
市
長
と

堀
井
秀
昭
庄
原
市
議
会
議
長
が
激
励

の
あ
い
さ
つ
を
行
い
、
牧
原
明
人
教

育
長
か
ら
出
場
者
に
祝
金
と
花
束
が

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
出
場
者
を
代
表
し
て
、「
第

26
回
日
整
全
国
少
年
柔
道
大
会
」
に

出
場
す
る
三
河
内
陸
至
さ
ん
が
決
意

表
明
を
述
べ
、
大
会
で
の
活
躍
を
誓

い
ま
し
た
。

　

出
場
者
は
次
の
と
お
り
で
す
。

日
整
全
国
少
年
柔
道
大
会

10
月
８
日
・
東
京
都
文
京
区

●
柔
道
（
団
体
）

三
河
内
陸
至
（
永
末
小
５
年
）

大舞台での活躍にエール
全国大会等出場者壮行式

生涯
学習課

出席者で記念撮影

全
日
本
杖
道
大
会

10
月
８
日
・
東
京
都
足
立
区

●
杖
道
（
七
段
の
部
）

小
林　

利
吉
（
西
本
町
）

●
杖
道
（
三
段
の
部
）

河
原
里
香
子
（
板
橋
町
）

全
国
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
　（
愛

顔
つ
な
ぐ
え
ひ
め
大
会
）

10
月
28
日
～
30
日
・
愛
媛
県
松
山
市

陸
上
競
技

●
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
、
立
幅
跳

永
谷　

拓
海
（
庄
原
特
別
支
援
学
校
１

年
）

●
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
、
１
０
０
ｍ

田
原　

翔
太
（
庄
原
特
別
支
援
学
校
３

年
）

●
ジ
ャ
ベ
リ
ッ
ク
ス
ロ
ー
、
砲
丸
投

上
岡　

正
恵
（
口
和
町
）

国
民
体
育
大
会

10
月
８
日
～
９
日
・
愛
媛
県
松
山
市

●
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス　

少
年
男
子

小
田　

龍
翔（
尾
道
学
園
尾
道
高
３
年
）

●
な
ぎ
な
た　

成
年
女
子

福
田
さ
つ
き
（
春
田
町
）

足
立　

朱
穂
（
川
北
町
）

下
、
力
を
合
わ
せ
て
激
流
を
乗
り

越
え
る
な
ど
川
下
り
を
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
「
最
初
は
ど
ん

な
も
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
が
、

や
っ
て
み
る
と
楽
し
か
っ
た
」「
庄

原
で
も
こ
ん
な
体
験
が
で
き
れ
ば

子
ど
も
た
ち
も
き
っ
と
喜
ぶ
」
な

ど
、
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
へ
の
第
一

歩
と
し
て
手
応
え
を
感
じ
た
様
子

で
し
た
。

　

市
は
、
11
月
11
日
・
12
日
・
18
日
・

19
日
に
ラ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
基
礎
的

な
知
識
な
ど
を
学
ぶ
講
座
を
実
施

し
ま
す
。
新
た
な
受
講
生
も
募
集

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

講
座
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

（
一
社
）
庄
原
市
観
光
協
会

☎
０
８
２
４
‐
75
‐
０
１
７
３
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歌声が７千人を魅了 自分たちのまちをきれいにバイクトライアルや歌のステージ 子どもたち大はしゃぎ
　総領おいでん祭&庄原みのりの祭典’21・10/8 　クリーンアップ大作戦・10/10　第25回比和やまびこ祭・10/15 　第17回こどもまつり・10/15

2017 総領おいでん祭 & 庄原みのりの祭典’21 が
田総の里スポーツ公園で開催され、県内外から約７千
人が来場しました。
「まるごと里山を楽しもう !!」をテーマに、地域団

体による特産品などのバザーが多数開かれ、庄原実業
高校と県立広島大学による、比婆牛を使用した食品加
工品の販売なども行われました。

特設ステージでは文化活動団体による出し物のほ
か、歌手の黒

く ろ き

木じゅんさんとメインゲストの伍
ご だ い な つ こ

代夏子
さんによる歌謡ショーが行われ、美しい歌声で観客を
魅了しました。

会場は秋晴れの下、あふれんばかりの人でにぎわい、
来場者は行楽の秋を満喫していました。

西城中学校の生徒５人と美古登小学校の全校児童
62 人により、西城地域のクリーンアップ大作戦が行
われました。この活動は保育所園児、小学校児童、中
学校・高校の生徒のみんなで力を合わせ、地元である
西城町をきれいにすることを目的に、ごみを拾ったり
施設などの清掃をしたりするものです。

クリーンアップ大作戦の当日は天候にも恵まれ、澄
み切った秋空の下で中学生と小学生が協力しながらご
みを拾いました。

参加者は「自分たちが暮らしている地域を感謝の気
持ちを持ってきれいにしたい」「母校の後輩と一緒に
ごみ拾いができてうれしい」と話していました。

庄原市比和総合運動公園で第25 回比和やまびこ祭
が開催されました。

比和小学校児童による音楽ステージでは子どもたち
が元気な歌声を響かせ、比和中学校生徒は在学生たち
に毎年受け継がれている県無形民俗文化財「比和牛供
養田植」を披露しました。また、ロードレースやトライア
ル競技の現役全日本チャンピオン小

お が わ

川友
ともゆき

幸さんによる
トライアルデモンストレーション、佐

さ さ き

々木リョウさんと
D
ド レ ッ シ ン グ

ressing さんのステージなど、さまざまなイベントで
盛り上がりました。地域の参加者は「悪天候だとゆっ
くり楽しんでもらえないので、来年は晴天の中で紅葉
し始めた美しい山々を眺めながら祭を満喫してもらい
たい」と話していました。

国営備北丘陵公園の北口エントランスで、第17 回こ
どもまつりが開催されました。

当日はあいにくの天気でしたが約1,500 人が来場
し、飲食コーナーやさまざまな体験コーナーを楽しみ
ました。また、洋服やおもちゃのリサイクルコーナーも
大勢の人でにぎわいました。

さらに今回は広島県のご当地ヒーロー安芸戦士メー
プルカイザーによるヒーローショーもあり、たくさん
の子どもたちが大声援を送っていました。

そのほか、パトカーや白バイ、救急車、備北交通のバ
スなども展示され、普段乗ることができない乗り物に
子どもたちも大喜びでした。

盛りだくさんの２日間 高野の特産品を堪能地域の健康を盛り上げる
　ふれあい東城まつり・10/14・15 　道の駅グルメライド in 中国山地・9/23　口和健康ふくし祭わいわいフェスタ・10/15

　第 35 回ふれあい東城まつりが東城小学校グラウン
ドをメイン会場に開催されました。
　１日目は東城文化ホールで「東城ふれあいステージ」
が開催され、芸能や吹奏楽など、地域の団体が日頃の
練習の成果を発表しました。２日目は大

お お ま つ

松しんじさん
や童

ど う よ う れ ん

謡連手
て ま り

鞠一座のライブパフォーマンスや、丸太切
り競争、比婆荒神神楽子ども神楽塾の舞など盛りだく
さんの内容でした。そのほか、健康チェックなどがで
きる「健康ひろば」や「展示ひろば」、グルメなどが
並ぶ「出店ひろば」が各会場に開設されました。
　雨天での開催でしたが、多くの方が来場し、思い思
いの場所で楽しんでいました。

　第４回道の駅グルメライド in 中国山地が開催され、休
憩地点である道の駅たかのにたくさんのサイクリストが
集いました。このイベントは三次市の道の駅ゆめランド
布野を起終点として、口和町、高野町、島根県奥出雲町
などにまたがる全長約 124 キロメートルのアップダウン
のあるコースを巡るサイクリングイベントです。
　全国から集まった 370 人のサイクリストは、採れたて
の高野りんごや、高野のかぼちゃを使ったコロッケなど
を堪能した後、島根県へ向けて元気良く出発しました。
　三次市から参加した男性は「高野へ向かう急な坂を
登りきった後に食べるりんごは格別。また高野の特産
品を食べに来たい」と話していました。

２年に１回開催される口和健康ふくし祭わいわい
フェスタが口和自治振興センターで開催されました。

メインステージでは口和町の備
び じ ん だ い こ

神太鼓の演奏や保育
園児の発表、健康づくり劇場などが披露され盛り上がり
ました。また、落語家・露

つゆ

の真
まこと

さんによる「露の真の落
語とどじょうすくい」に会場は笑いの渦に包まれました。

会場には健康をテーマにした体験や展示のコー
ナー、飲食コーナーやクイズコーナーなど一日を通し
て楽しめる各種のコーナーがあり、来場者はそれぞれ
のコーナーを訪れていました。

雨天にもかかわらず約 600 人が来場し、「いつまでも
元気に暮らしたいね」とお互いの健康を願っていました。

▲総領スカパラダイスオーケストラの演奏 ▲ごみを拾って歩く児童・生徒▲比和中学校の生徒による比和牛供養田植 ▲声援を受ける安芸戦士メープルカイザー（左）

№5

№7 №6 №2№3

№1

▲自治振興区対抗の丸太切り競争は大盛り上がり ▲口和から高野へ向かうサイクリスト▲口和備神太鼓の勇壮な演奏 ▲高野りんごを受け取る参加者

№4
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各種相談 とき ところ 備考 問い合わせ

定 期 巡 回
児 童 相 談

庄原 12月21日㈭10時～16時 児童福祉課あんしん支援係 広島県北部こども家庭
センターによる相談。
１週間前までに予約。

児童福祉課あんしん支援係
☎0824-73-0051

東城 12月14日㈭10時～16時 東城支所 東城支所保健福祉係
☎08477-2-5131

人 権 相 談

庄原 12月５日㈫・19日㈫
13時30分～16時30分 庄原市ふれあいセンター

人権擁護委員 三次人権擁護委員協議会
☎0824-62-2572

西城 12月14日㈭13時30分～16時 西城自治振興センター

東城 12月７日㈭13時30分～15時30分 東城ふれあいセンター

口和 12月７日㈭13時30分～16時 口和自治振興センター

高野 12月12日㈫13時～15時 高野支所

比和 12月７日㈭13時30分～15時30分 比和自治振興センター

総領 12月13日㈬９時～11時 総領保健福祉センター

行 政 相 談

口和 12月15日㈮13時30分～15時30分 口和保健福祉センター

行政相談委員

口和支所市民生活係
☎0824-87-2112

高野 12月12日㈫13時～15時 高野支所 高野支所市民生活係
☎0824-86-2115

比和 12月７日㈭13時30分～15時30分 比和自治振興センター 比和支所市民生活係
☎0824-85-3001

総領 12月13日㈬９時～11時 総領保健福祉センター 総領支所市民生活係
☎0824-88-3063

法 律 相 談
高野 12月１日㈮13時～16時 高野保健福祉センター 広島弁護士会による無

料相談。要予約。
広島弁護士会
☎0120-969-214　比和 12月15日㈮13時～16時 比和自治振興センター

生活安全相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～15時45分

市民生活課市民生活係
生活安全相談員

市民生活課市民生活係
☎0824-73-1244

東城支所市民生活係 東城支所市民生活係
☎08477-2-5121

家庭児童相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～15時45分

児童福祉課
あんしん支援係 家庭児童相談員 家庭児童相談専用 

☎0824-73-1243

消費生活相談 毎週月～金（祝日・年末年始除く）
９時～12時、13時～16時

市民生活課市民生活係内
庄原市消費生活センター 消費生活相談員

庄原市消費生活センター
☎0824-73-1228
市民生活課市民生活係
☎0824-73-1154

学 校 で の 体
罰・ ハ ラ ス
メ ン ト 相 談

随時 教育指導課学事係
（各学校でも受け付け）

プライバシーの保護、
秘密保持を徹底しま
す。

教育指導課学事係
☎0824-73-1183

認知症カフェ

庄原 「とんぼ」12月５日㈫・19日㈫
13時30分～15時

庄原ショッピングセンター
ジョイフル２階

相談・ 情報交換
参加費１００円

高齢者福祉課高齢者福祉係
☎0824-73-1165　

西城 「コスモスカフェ」
12月７日㈭13時30分～15時

西城保健福祉センター
（しあわせ館）

西城支所保健福祉係
☎ 0824-82-2202

東城
「おれんじカフェ・ええ塩

あんばい

梅」
11月28日㈫13時30分～15時

東城支所 東城支所保健福祉係
☎08477-2-5131

身体障害者　
補装具判定会 聴覚 12月21日㈭13時～14時 広島県三次庁舎第３庁舎２階

三次市十日市東４-６-１ 一週間前までに要予約 社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-1210

障害者相談員
定 期 相 談 会

庄原
11月20日㈪13時30分～16時30分

庄原保健福祉センター
身体

社会福祉課障害者福祉係
☎0824-73-121012月18日㈪13時30分～16時30分 知的

比和 12月５日㈫9時30分～12時 比和ふれあいセンター 身体・知的

相 続 税・
贈 与 税・
譲 渡 所 得 の
相 談

原則各月第３金曜日
10時～15時30分
日時が変更される場合あり

庄原税務署

要電話予約。
国税局電話相談セン
ター（☎0824-72-1001
へ→音声案内に従い

「１」を選択）もご利用
ください。

庄原税務署調査部門
☎0824-72-0464（直通）

悩みごと、心配ごと、
お困りごとなど、
お気軽にご相談を

あなたの相談をお受けします
※
日
程
は
都
合
に
よ
り
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

母子保健事業　●保健医療課健康推進係　☎0824-73-1255
事業名 とき ところ 持ってくるもの 備考

母子健康手帳交付 12月４日㈪・18日㈪９時～17時 保健医療課 特になし 支所は随時（事前連絡必要）

育児相談 12月12日㈫10時～12時 庄原ひだまり広場
（ＪＲ備後庄原駅舎内） 母子健康手帳 支所でも実施 （詳細はお問い

合わせください）

広報しょうばら／ 2017.11　20 21　2017.11 ／広報しょうばら
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相　
　

談

催　
　

し

奨学金制度説明会
　市教育委員会は、学習に意欲がありながら経済的
な理由などにより修学が困難な生徒や学生に対して、
奨学金制度を設け修学の支援を行っています。この
制度の説明会を次のとおり開催しますので、平成 30
年度での利用を検討している方はご参加ください。

（どの会場でも参加できます。予約などは不要です。）

問い合わせ　教育総務課総務係　☎0824-73-1182
　　　　　　または各支所教育室

地域 とき ところ
比和 12月1日㈮19時～ 比和支所１階会議室

庄原 12月4日㈪19時～ ふれあいセンター
１階小会議室

高野 12月6日㈬19時～ 高野支所１階会議室

口和 12月6日㈬19時～ 口和支所１階
オープンスペース

総領 12月6日㈬19時～ 総領支所２階第１会議室
東城 12月7日㈭19時～ 東城支所２階庁議室
西城 12月7日㈭19時～ 西城支所２階大会議室

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

　

夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら
の
暴
力

や
ス
ト
ー
カ
ー
な
ど
の
事
案
は
、

依
然
と
し
て
数
多
く
発
生
し
て
い

ま
す
。

　

広
島
法
務
局
お
よ
び
広
島
県
人

権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
こ
れ

ら
の
女
性
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な

人
権
問
題
の
解
決
を
図
る
た
め
の

相
談
活
動
を
強
化
す
る
こ
と
と
し
、

11
月
13
日
㈪
か
ら
の
１
週
間
を
全

国
一
斉
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ

ン
」
強
化
週
間
と
し
て
、
常
時
開

設
し
て
い
る
専
用
相
談
電
話
「
女

性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
の
回

線
を
増
設
す
る
と
と
も
に
、
時
間

を
延
長
し
て
受
け
付
け
ま
す
。

【
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
】

☎
０
５
７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０

実
施
期
間

11
月
13
日
㈪
～
19
日
㈰

受
付
時
間　

８
時
30
分
～
19
時

※
土
・
日
曜
日
は
10
時
～
17
時

※
強
化
週
間
以
外
は
、
平
日
の
８

時
30
分
～
17
時
15
分
に
受
け
付
け

ま
す
。

平
成
29
年
度
調
停
相
談
会

　

三
次
、
庄
原
調
停
協
会
の
会
員

が
、
皆
さ
ん
の
会
社
や
近
隣
、
家

庭
内
で
の
悩
み
事
相
談
を
受
け
解

決
に
向
け
て
の
助
言
を
し
ま
す
。

※
予
約
は
不
要
で
す
。

と
き　

11
月
18
日
㈯

10
時
～
15
時

と
こ
ろ　

み
よ
し
ま
ち
づ
く
り
セ

ン
タ
ー
「
ぺ
ぺ
ら
ホ
ー
ル
」

問
い
合
わ
せ　

三
次
簡
易
裁
判
所

☎
０
８
２
４
‐
63
‐
５
１
４
１

イ
ベ
ン
ト

庄
原
市
リ
サ
イ
ク
ル
フ
ェ
ス
タ

　

市
内
の
各
小
中
学
校
か
ら
応
募

の
あ
っ
た
「
環
境
と
健
康
の
ポ
ス

タ
ー
・
標
語
」
の
表
彰
式
、
家
庭

で
の
省
エ
ネ
の
方
法
に
つ
い
て

ア
ド
バ
イ
ス
が
も
ら
え
る
コ
ー

ナ
ー
、
省
エ
ネ
商
品
の
展
示
紹
介

な
ど
、
環
境
を
テ
ー
マ
に
し
た
イ

ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

　

ま
た
、
粗
大
ご
み
と
し
て
出
さ

れ
た
自
転
車
や
家
具
な
ど
の
展
示

即
売
会
も
あ
り
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

掘
り
出
し
物
を
探
し
に
お
い
で
く

だ
さ
い
。
こ
の
機
会
に
、３
Ｒ（
リ

デ
ュ
ー
ス
・
リ
ユ
ー
ス
・
リ
サ
イ

ク
ル
）
の
取
り
組
み
や
地
球
温
暖

化
な
ど
の
環
境
問
題
に
つ
い
て
、

楽
し
く
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

と
き　

11
月
18
日
㈯

10
時
30
分
～
14
時

と
こ
ろ

庄
原
市
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ

問
い
合
わ
せ

環
境
政
策
課
リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
係

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
１
３
９
８

灰
塚
ダ
ム
10
周
年
記
念
イ
ベ

ン
ト
～
総
領
の
秋
ま
つ
り
～

　

三
次
市
と
庄
原
市
に
ま
た
が

る
「
灰
塚
ダ
ム
」
の
竣
工
10
周
年

記
念
イ
ベ
ン
ト
「
総
領
の
秋
ま
つ

り
」
を
開
催
し
ま
す
。
地
域
団
体

に
よ
る
バ
ザ
ー
の
出
店
や
灰
塚
ダ

ム
関
連
講
演
の
ほ
か
、
野
球
解
説

者
の
安あ

に

や
仁
屋
宗そ

う
は
ち八
さ
ん
、
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
の
桑く

わ
ば
ら原
し
お
り
さ
ん
に
よ

る
ト
ー
ク
シ
ョ
ー
、
国
指
定
重
要

無
形
民
俗
文
化
財
の
比
婆
荒
神
神

楽
に
よ
る
神
楽
公
演
な
ど
が
行
わ

れ
ま
す
。

と
き　

11
月
26
日
㈰

９
時
30
分
～
15
時

と
こ
ろ

ふ
る
さ
と
セ
ン
タ
ー
田
総

問
い
合
わ
せ

灰
塚
ダ
ム
10
周
年
記
念
イ
ベ
ン
ト

実
行
委
員
会
（
総
領
支
所
産
業
建

設
係
内
）

☎
０
８
２
４
‐
88
‐
３
０
６
５

庄
原
さ
く
ら
学
園　

学
園
祭

　

第
38
回
学
園
祭
の
テ
ー
マ
は

「
心
を
つ
な
ぐ
学
園
祭
」
で
す
。

ハ
ー
モ
ニ
ー
を
お
聴
き
く
だ
さ

い
。

と
き　

11
月
21
日
㈫

13
時
15
分
～
16
時

と
こ
ろ　

庄
原
市
民
会
館

内
容

▼
13
時
35
分
～
14
時
15
分

①
東
城
②
庄
原
③
西
城

▼
14
時
30
分
～
15
時
15
分

④
口
和
⑤
比
和
⑥
高
野
⑦
総
領

※
番
号
順
に
合
唱
し
ま
す
。

▼
15
時
15
分
～
15
時
30
分

地
元
コ
ー
ラ
ス
、
庄
原
混
声
合
唱

団
「
ひ
び
き
」

問
い
合
わ
せ

教
育
指
導
課
指
導
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
８
４

広
島
県
退
職
校
長
会
庄
原
支
部

第
15
回
作
品
展
示
会

　

書
・
絵
画
・
陶
芸
・
工
芸
・
手
芸
・

写
真
・
華
道
・
盆
栽
・
文
芸
な
ど

の
作
品
展
示
や
演
舞
、
鑑
賞
者
に

よ
る
作
品
制
作
を
行
い
ま
す
。

と
き

11
月
24
日
㈮　

13
時
～
17
時

11
月
25
日
㈯　

10
時
～
17
時
（
演

舞「
居
合
い
抜
き
抜
刀
術
」11
時
～
）

11
月
26
日
㈰　

10
時
～
16
時

と
こ
ろ　

田
園
文
化
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

広
島
県
退
職
校
長
会
庄
原
支
部
長

田た
な
か中　

強
つ
よ
し

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
３
６
２
０

「
平
和
都
市
広
島
」
を　
　

考
え
る
文
化
講
演
会

と
き　

11
月
12
日
㈰　

14
時
～

と
こ
ろ

三
次
市
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

講
師　

シ
ャ
ム
ル
ス
・
ハ
デ
ィ
・

シ
ャ
ル
ム
（
国
連
訓
練
調
査
研
究

所
広
島
事
務
所
）

演
題　

サ
ダ
コ
の
祈
り
・
平
和
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ

問
い
合
わ
せ

明
る
い
社
会
づ
く
り
運
動
広
島
県

備
北
協
議
会

☎
０
８
２
４
‐
55
‐
３
４
２
０

県
立
広
島
大
学　
　
　
　
　

学
術
講
演
会

　

テ
レ
ビ
な
ど
で
も
活
躍
中
の
篠し
の

田だ

謙け
ん

一い
ち

さ
ん
を
講
師
に
迎
え
、
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。
日
本
人
は

ど
こ
か
ら
来
た
の
で
し
ょ
う
か
。

Ｄ
Ｎ
Ａ
と
い
う
科
学
的
デ
ー
タ
に

基
づ
い
て
そ
の
謎
を
解
き
明
か
し

ま
す
。

講
師　

篠
田　

謙
一
さ
ん
（
国
立

科
学
博
物
館
副
館
長
）

演
題　
「
Ｄ
Ｎ
Ａ
で
語
る
日
本
人

の
起
源
」

と
き　

11
月
24
日
㈮

10
時
40
分
～
12
時
10
分

と
こ
ろ　

県
立
広
島
大
学
庄
原

キ
ャ
ン
パ
ス
大
講
義
室
（
２
号
館

１
階
）

申
し
込
み
方
法　

当
日
、
直
接
会

場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

県
立
広
島
大
学
庄
原
キ
ャ
ン
パ
ス

総
務
課

☎
０
８
２
４
‐
74
‐
１
０
０
０

庄
原
地
域
連
携
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
２
４
‐
74
‐
１
７
０
４

メ
ー
ル　

gakujutu@
pu-hirosh

im
a.ac.jp

庄
原
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ　

が
ん
フ
ォ
ー
ラ
ム

と
き　

11
月
26
日
㈰

13
時
30
分
～
15
時

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

講
演
①
「
肺
が
ん
と
闘
う
」

講
師　

県
立
広
島
病
院
前
院
長

（
呼
吸
器
内
科
）・
広
島
県
医
師
会

副
会
長　

桑く
わ
ば
ら原　

正ま
さ
お雄
さ
ん　

講
演
②
「
子
宮
が
ん
の
早
期
発
見

と
治
療
」

講
師　

広
島
大
学
産
科
婦
人
科
学

教
授　

工く
ど
う藤　

美よ
し
き樹
さ
ん

問
い
合
わ
せ

庄
原
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
５
５
０
０

そ
の
他
の
催
し

庄
原
市　
　
　
　
　
　
　
　

中
学
校
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル

　

中
学
校
ご
と
に
課
題
曲
「
生
命

が
羽
ば
た
く
と
き
」
と
自
由
曲
を

合
唱
し
ま
す
。
中
学
生
の
美
し
い

た
く
さ
ん
の
方
と
出
会
え
る
の
を

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お

越
し
く
だ
さ
い
。

と
き　

11
月
23
日
（
木
・
祝
）

10
時
～
15
時

と
こ
ろ

庄
原
さ
く
ら
学
園
グ
ラ
ウ
ン
ド

内
容　

神
楽
・
太
鼓
・
ダ
ン
ス
な

ど
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
・
飲
食
コ
ー

ナ
ー
・
ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ー
な
ど

問
い
合
わ
せ　

庄
原
さ
く
ら
学
園

☎
０
８
２
４
‐
72
‐
０
８
８
４

講
演
会

平
成
29
年
度　
　
　
　
　
　

障
害
者
理
解
促
進
講
演
会

講
師　

女
優　

大お
お
ば場
久く

み

こ

美
子
さ
ん

演
題　
「
パ
ニ
ッ
ク
症
10
年
間
の

闘
病
か
ら
克
服
ま
で
」

と
き　

12
月
３
日
㈰

13
時
30
分
～
15
時
30
分

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

（
西
本
町
四
丁
目
５
‐
26
）

※
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
に
よ
る

案
内
も
あ
り
ま
す
。

※
申
し
込
み
不
要

問
い
合
わ
せ

社
会
福
祉
課
障
害
者
福
祉
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
２
１
０

庄
原
市
人
権
講
演
会

　

本
年
度
は
、
ピ
ア
ニ
ス
ト
辻つ
じ
い井

伸の
ぶ
ゆ
き行
さ
ん
の
母
、
辻
井
い
つ
子
さ

ん
を
招
い
て
開
催
し
ま
す
。
講
演

に
先
立
ち
、
18
時
30
分
か
ら
「
人

権
作
品
表
彰
式
」
を
開
催
す
る
ほ

か
、
会
場
ロ
ビ
ー
で
人
権
作
品
の

展
示
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

講
師　

辻
井
い
つ
子
さ
ん

演
題　

明
る
く
、
楽
し
く
、
そ
し

て
、
あ
き
ら
め
な
い
生
き
方

と
き　

12
月
７
日
㈭

19
時
～
20
時
30
分

と
こ
ろ

庄
原
市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

※
手
話
通
訳
・
要
約
筆
記
に
よ
る

案
内
も
あ
り
ま
す
。

※
託
児
を
希
望
す
る
方
は
、
11
月

30
日
㈭
ま
で
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

問
い
合
わ
せ

市
民
生
活
課
市
民
生
活
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
４

　市では、大雨や洪水、台風の接近などによる防災情報「Ｊ
アラート（全国瞬時警報システム）」からの国民保護情報を、
住民告知端末などを利用してお知らせしています。
　Ｊアラートとは、対処に時間的余裕がない弾道ミサイ
ルや緊急地震速報などの緊急情報を国から発信し、瞬時
に伝達するシステムです。また、その情報は、携帯電話
やスマートフォンにも、エリアメール・緊急速報メール
で自動配信されます。
　登下校中の児童・生徒は、Ｊアラートなどによる緊急
情報の発信に気付かないことが考えられます。Ｊアラー
トなどによる緊急情報発信時に、登下校中の児童・生徒
を見かけた場合、可能な限り、緊急情報が発信されたこ
とを知らせるなど児童・生徒の安全確保にご協力をお願
いします。

問い合わせ　教育指導課指導係　☎ 0824-73-1184

Ｊアラートなどによる緊急情報発信時の
児童・生徒の安全確保についてのお願い

広報しょうばら／ 2017.11　22 23　2017.11 ／広報しょうばら



お知らせInformation

そ  

の  

他備北公園管理センター　☎ 0824-72-7000
（http://www.bihoku-park.go.jp/）

2017 備北イルミ
国営備北
丘陵公園
だより

光る森

11 月 11 日㈯から平成 30 年１月８日 ( 月・祝 ) まで開催！
※12月31日㈰は休園日

２
０
１
７ 

備
北
イ
ル
ミ

　

本
年
で
23
年
目
を
迎
え
る
ウ
イ

ン
タ
ー
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
「
備

北
イ
ル
ミ
」。
自
然
の
地
形
と
樹

木
を
生
か
し
た
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ

ン
で
、
全
体
が
光
に
包
ま
れ
た
よ

う
な
空
間
や
奥
行
き
感
の
あ
る

光
景
が
広
が
り
ま
す
。
ま
た
、
各

エ
リ
ア
の
特
徴
を
生
か
し
、
バ
ラ

エ
テ
ィ
ー
に
富
ん
だ
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
が
楽
し
め
ま
す
。

　

期
間
中
は
毎
日
点
灯
カ
ウ
ン
ト

ダ
ウ
ン
を
行
い
ま
す
。
週
末
を
中

心
に
花
火
や
コ
ン
サ
ー
ト
、
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
、
影
絵
劇
な
ど
、
イ

ベ
ン
ト
が
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。

開
催
期
間

11
月
11
日
㈯
～
平
成
30
年
１
月
８

日
（
月
・
祝
）
※
期
間
中
12
月
31

日
㈰
の
み
休
園
日

開
園
時
間　

９
時
30
分
～
21
時

※
入
園
は
20
時
ま
で

※
期
間
中
12
月
25
日
㈪
ま
で
の
毎

月
曜
日
と
、１
月
１
日
（
月
・
祝
）・

２
日
㈫
は
14
時
開
園

点
灯
時
間　

17
時
30
分
～
21
時

開
催
エ
リ
ア

中
の
広
場
、
ひ
ば
の
里
、
大
芝
生

広
場
、
各
エ
リ
ア
を
つ
な
ぐ
歩
行

者
園
路
他

【I

イ

ル

ミ

LLUM
I

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
】

【I

イ

ル

ミ

LLUM
I

＆
花
火
の
コ
ラ
ボ
】

「
カ
ッ
ポ
ン
の
マ
ル
チ
の
穴
開
け
」

堀
江　

梛
睦（
山
内
小
３
年
）

庄
原
市
長
賞

「
自
立
す
る
ペ
ン
」

井
元　

良
紀（
高
小
４
年
）

庄
原
市
教
育
委
員
会
教
育
長
賞

「
ぬ
れ
な
い
か
さ
た
て
い
ら
ず
」

石
川　

将
基（
西
城
小
２
年
）

庄
原
商
工
会
議
所
会
頭
賞

「
ず
ぼ
ら
な
草
取
り
」

平
田　

彩
華（
庄
原
小
６
年
）

優
秀
賞

「
海
の
メ
リ
ー
ゴ
ー
ラ
ン
ド
」

水
田　

智
紗（
東
城
小
２
年
）

優
秀
賞

「
ク
リ
ー
ン
！
ク
リ
ー
ン
！
ペ
ー

パ
ー
ホ
ル
ダ
ー
」

岡
本　

紗
奈（
東
城
小
５
年
）

●
団
体
賞

広
島
テ
レ
ビ
放
送
賞

西
城
小
学
校

広
島
ホ
ー
ム
テ
レ
ビ
賞

庄
原
小
学
校

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

作
文
標
語
コ
ン
テ
ス
ト

庄
原
市
推
進
委
員
長
賞

●
作
文　

小
学
生
の
部

橋
口　

陽
斗（
永
末
小
４
年
）

城
田　

真
夢（
西
城
小
６
年
）

大
山
は
る
な（
高
野
小
６
年
）

●
作
文　

中
学
生
の
部　

竹
上　

綾
恵（
東
城
中
２
年
）

村
上
彩
美
夏（
西
城
中
３
年
）

山
口　

綺
心（
総
領
中
３
年
）

●
標
語　

和
田　
　

琳（
総
領
中
１
年
）

高
野　
　

華（
庄
原
中
３
年
）

松
田　

泰
知（
庄
原
中
３
年
）

※「
あ
っ
ぱ
れ
！
庄
原
」
に
該
当

す
る
方
の
情
報
は
、
行
政
管
理
課

広
報
統
計
係（
☎
０
８
２
４
‐
73
‐

１
１
５
９
）ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

【
点
灯
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
】

　

週
替
わ
り
で
思
い
出
の
一
作

と
な
る
よ
う
な
作
品
づ
く
り
を

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

と
き　

備
北
イ
ル
ミ
開
催
期
間

中
12
月
24
日
㈰
ま
で
の
毎
土
・

日
曜
日
の
15
時
か
ら
21
時
ま
で

（
受
け
付
け
は
20
時
ま
で
）

と
こ
ろ

中
の
広
場
特
設
テ
ン
ト

　

冬
の
澄
み
切
っ
た
夜
空
に

打
ち
あ
が
る
花
火
と
、
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
の
コ
ラ
ボ
を
お
楽

し
み
く
だ
さ
い
。

と
き　

備
北
イ
ル
ミ
開
催
期
間

中
、
11
月
12
日
㈰
か
ら
12
月
24

日
㈰
ま
で
の
毎
日
曜
日
の
19
時

か
ら
約
５
分
間

　

会
場
の
み
ん
な
で
声
を
合

わ
せ
て
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ
ン
！
一

斉
に
点
灯
す
る
瞬
間
は
必
見
で

す
。

と
き　

備
北
イ
ル
ミ
開
催
期
間

中
12
月
31
日
㈰
を
除
く
１
月
８

日
（
月
・
祝
）
ま
で
の
毎
日
の

17
時
30
分

と
こ
ろ　

中
の
広
場

※
期
間
中
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど
は
、

電
話
ま
た
は
公
園
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

草
岡　

蒼
汰（
６
年
）

森
田　
　

旭（
６
年
）

久
保　

允
治（
６
年
）

下
宮　

大
和（
６
年
）

●
女
子
１
０
０
ｍ

５
位

藤
原　

柚
葉（
庄
原
小
６
年
）

●
女
子
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー

４
位　

庄
原
小
学
校

坂
本
三
菜
子（
６
年
）

黑
永　

美
咲（
６
年
）

清
水　

菜
月（
６
年
）

藤
原　

柚
葉（
６
年
）

●
女
子　

走
り
幅
跳
び

２
位

荒
木
ひ
な
た（
美
古
登
小
６
年
）

一
般

●
男
子
３
０
０
０
ｍ

１
位

平
田　
　

圭（
比
和
町
）

そ
の
他

日
本
新
聞
協
会　
　
　
　

「
新
聞
配
達
に
関
す
る　
　

エ
ッ
セ
ー
コ
ン
テ
ス
ト
」

●
小
学
生
部
門

最
優
秀
賞

糸
原　

愛
理（
高
野
小
６
年
）

備
後
地
区
生
徒
児
童
発
明

く
ふ
う
展

●
個
人
賞

佐
藤
賞

全
国
レ
ベ
ル
の
大
会
出

場
者
、全
国･

県
レ
ベ

ル
の
大
会
、市
が
共
催

す
る
各
種
大
会
な
ど
の

上
位
入
賞
者
を
掲
載
し

ま
す
。（
敬
称
略
）

あ
っ
ぱ
れ

庄
原！県

大
会

広
島
県
中
学
校
総
合
体
育

大
会
（
陸
上
）

（
９
月
30
日
～
10
月
１
日
／
み
よ

し
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
）

●
女
子　

走
り
幅
跳
び

３
位

永
井　

晴
奈（
庄
原
中
３
年
）

広
島
県
民
体
育
大
会（
陸
上
）

（
10
月
１
日
／
庄
原
市
上
野
総
合

公
園
陸
上
競
技
場
）

小
学
生

●
男
子
１
０
０
ｍ

１
位

坪
倉　

瑠
快（
小
奴
可
小
６
年
）

●
男
子
80
ｍ
ハ
ー
ド
ル

１
位

片
山　

颯
大（
峰
田
小
６
年
）

４
位

宇
山　

温
翔（
庄
原
小
６
年
）　　

●
男
子
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー

４
位　

西
城
小
学
校

広
島
県
民
手
帳
を
販
売

　

平
成
30
年
版
広
島
県
民
手
帳
を

市
役
所
本
庁
と
各
支
所
で
販
売
し

て
い
ま
す
。
県
民
手
帳
は
官
公
庁

の
連
絡
先
や
統
計
資
料
、
生
活
情

報
な
ど
が
収
録
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
県
内
文
化
施
設
の
割
引
パ
ス

ポ
ー
ト
も
付
い
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。

価
格

ポ
ケ
ッ
ト
版　

６
３
０
円

デ
ス
ク
版　

１
２
０
０
円	

問
い
合
わ
せ

行
政
管
理
課
広
報
統
計
係

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
９

中
国
語
講
座
の
ご
案
内

　

庄
原
市
日
中
親
善
協
会
は
、
本

年
度
か
ら
中
国
語
講
座
を
開
設
し

て
い
ま
す
。
少
人
数
で
基
礎
か
ら

じ
っ
く
り
学
べ
ま
す
。
興
味
の
あ

る
方
は
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た

だ
け
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

と
き　

毎
月
第
２
・
４
水
曜
日　

19
時
30
分
～
20
時
30
分

と
こ
ろ

庄
原
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

会
費　

一
月
当
た
り
２
千
円

問
い
合
わ
せ

庄
原
市
日
中
親
善
協
会
事
務
局

（
庄
原
市
役
所
市
民
生
活
課
内
）

☎
０
８
２
４
‐
73
‐
１
１
５
４

広
告

広報しょうばら／ 2017.11　24 25　2017.11 ／広報しょうばら



お知らせInformation

しょうばら九日市

毎月９日は、しょうばら九日市
★出店者募集中！あなたのお店を開こう。
★毎月20日が出店申込締め切りです。
★申し込みは楽笑座内九日市事務局
　☎ 0824-72-8285 まで
と   き　12 月９日（土）　９時～１３時
ところ　中本町・まちなか広場周辺（のぼりが目印）

詳しくはＨＰで　http://kunchi-ichi.jp/information.html

12 月

「弁当の日」の取り組み ～青春は短い宝石の如くにしてそれを惜しめ～

倉田百三文学館

館内

市民ギャラリー 「アート多愛夢」
情報ＢＯＸ （西本町二丁目１番 21 号）

休日診療のご案内

●東城地域

11月・12月の休日診療については、次のとおりです。
●庄原市休日診療センター
　診療日：日曜・祝日・年末年始（12/30 ～ 1/3）
　問診療日　　　☎0824-72-9900 
　　診療日以外　☎0824-73-1155（保健医療課）

広報日記
▶10 月８日、２年に１度の総領おいでん祭の取材に
行ってきました。庄原みのりの祭典’21 が同時開催
されたことや、歌手の伍代夏子さんの歌謡ショーな
どが行われるとあってか、本当にたくさんの人が訪
れていました。地域の皆さんによるバザーも大変に
ぎわっており、売る人、買う人みんないい顔をしてい
ました。会場にいた人みんなが元気になれました。こ
れぞ祭りの醍

だ い ご み

醐味！（と思う）祭りを企画・運営し
た人、ステージ発表やバザーなどに参加した人など、
祭りに関わった皆さん、お疲れ様でした。
▶今回の表紙の写真は360°カメラ（全天球カメラ）
で撮影したものです。カメラの前後についたレンズで
撮影し、画像を自動的に合成して周囲を見渡せるよ
うな写真を撮ることができます。スマートフォンなど
からは、自分が撮影地点にいるかのように写真を見
ることができます。時々、市公式Facebook ページ「庄
原いちばん ええね！」（https://www.facebook.com/
shobara.ichiban）に360°の画像や動画を投稿すること
もあります。ぜひFacebook ページに「いいね！」を押
して、市内の写真をチェックしてみてください。

11 月・12 月のイベント情報
▶ゆめさくら講座
○草木染め教室
　と　き　11 月 27 日㈪
　　　　　①９時～12時　②13時 30分～15時 30分
　参加費　5,000 円
　定　員　①②各 12 人
▶展示・イベント
○華道幽雅流　生花（庄原の自然を生けよう）
　と　き　11 月９日㈭　９時～
○庄原実業高校アグリカンパニー
　と　き　11 月 18 日㈯・12 月９日㈯　10 時～

市街地の空き店舗を活用した、各種展示ができる市
民ギャラリーです。
わら細工作品展・高齢者手作り作品展
★手作り作品に名前を書いて 12 月７日㈭ 14 時～
15 時にアート多愛夢に持参してください。
とき　12月８日㈮～10日㈰　10時～16時
問庄原市文化協会事務局　☎ 0824-72-5453
　商工観光課商工振興係　☎ 0824-73-1178
※展示を希望される団体(または個人)はお申し込みくだ
さい。使用料は要りません。

11月23日（木）瀬尾医院 ☎08477-2-0023
26日（日）東城病院 ☎08477-2-2150

12月３日（日）日伝医院 ☎08477-2-2180
10日（日）こぶしの里病院 ☎08477-2-5255
17日（日）三上クリニック ☎08477-2-1151

※11月12日㈰の当番医は東城病院に変更になりました。
※12月以降の当番医は変更する場合があります。詳しく
は東城支所市民生活室（☎08477-2-5131）までお問い合
わせください。

☎ 0824-75-4411

人の動き （庄原市の人口） 

平成29年９月末現在

♬
ロビーコンサート　  

問生涯学習課 ☎ 0824-73-1188

食育コーナー　  

問教育指導課 ☎ 0824-73-1184

[ 住民基本台帳登載人口 ]
人口　　３６，３９５人　　（前年比－６７０人）　
男　　　１７，２６１人　　（前年比－３０４人）　
女　　　１９，１３４人　　（前年比－３６６人）　
世帯数　１５，７６６世帯　（前年比－６３世帯）
[ うち外国人 ]　人口　３６７人（前年比＋２４人）

と　き　11 月 27 日㈪ 12 時 15 分～ 55 分
ところ　市役所１階市民ホール
出演者　翁

おう

優
ゆ う こ

子（クラリネット）、広
ひろおか

岡真
ま き

紀（フルー
ト）、荻

おぎはら

原里
り か

香（打楽器）
演奏曲目
リベルタンゴ、星に願いを、美女と野獣　ほか
▶翁優子…広島ウインドオーケストラ首席コンサー
トミストレス。エリザベト音楽大学卒業、同大学院
修了。クラリネットを荒

あ ら の

野暁
あ け み

美、武
た け だ

田忠
ただよし

善、金
か な い

井信
のぶ

之
ゆき

、J.B イエーの各氏に師事。エリザベト音楽大学
非常勤講師。シャルール木管五重奏代表。
▶広岡真紀…広島ウインドオーケストラ首席フルー
ト奏者。島根大学教育学部特音課程卒業。第５回日
本クラシック音楽コンクール奨励賞。第 18 回広島
市新人演奏会出演。 エリザベト音楽大学国際セミ
ナーにおいて、ロスヴィタ・シュテーゲ氏に師事。
シャルール木管五重奏メンバー。
▶荻原里香…広島ウインドオーケストラ首席ティン
パニ奏者。大阪音楽大学短期大学部及び京都市立芸
術大学卒業。ピアノと打楽器によるデュオ「Solfa」
主宰。島根大学・エリザベト音楽大学非常勤講師。
2012 年、財団法人けんしん育英文化財団より第 28
回県民文化奨励賞受賞。

￥
市税・水道料金・下水道使用料
納付は口座振替が便利です

手続きは各金融機関の窓口でお願いします。
残高確認も忘れないでください。
●債権収納課　　　☎０８２４‐７３‐１１４５
●下水道課管理係　☎０８２４‐７３‐１１７５
●水道課業務係　　☎０８２４‐７３‐１１９７

　倉
く ら た

田百
ひゃくぞう

三は明治 24 年、三上郡庄原村（現在の庄原市中本
町）で呉服商を営んでいた倉田吾作とルイの長男として生ま
れました。庄原尋常小学校から庄原高等小学校を経て、明治
37 年県立三次中学校（現在の広島県立三次高等学校）に進み、
校友会雑誌や手作りの回覧雑誌に短歌や小説、論文などを発
表していました。上級生には後のアララギ派歌人となる中

な か む ら

村
憲
け ん き ち

吉がおり、「白
し ら ほ

帆会
か い

」で共に活動しました。
　明治 43 年、県立三次中学校を首席で卒業した百三は哲学を
志し、家業を継がせたい父を説得して、東京の第一高等学校
へ入学しました。校長は新

に と べ

渡戸稲
いなぞう

造で、同級生に芥
あくたがわ

川龍
りゅうのすけ

之介ら
がいました。在学中から校友会雑誌に論文などを発表しており、
後にこれらの論文を中心にまとめた『愛と認識との出発』が出
版され、青春の必読書として当時の若者によく読まれました。
　大正２年、結核を発病し第一高等学校を退学。百三の療養
生活、病との闘いの始まりでした。各地を転々としながら療
養していましたが、大正５年には代表作となる『出家とその
弟子』を広島の漁村・丹

た ん な

那で完成させ、翌年、岩波書店を通
して出版されベストセラーとなりました。大正 11 年には英訳
版が出版され、これを読んだフランスのノーベル賞作家ロマ
ン・ロランから「私は、『出家とその弟子』を読んで深く感動
しました。この作品をぜひフランスに紹介したいと考えてい
るがお気持ちはいかがですか」と、百三に手紙が届きました。
　第一高等学校を中退してからは、生涯病気と闘いながら、
戯曲、小説、論文など数多くの作品を残し、若者たちに生き
る力やヒントを与えました。
　庄原市田園文化センター内にある倉田百三文学館には、ロ
マン・ロランからの手紙や百三愛用の品々など約 180 点の
貴重な遺品や資料を展示しており、県内外から多くの方々が
来館しています。

　人が生涯にわたり健全な食生活を実践する力を身に付けることに、
幼少期の食生活が大きく影響します。そのため、食に関する興味 ･
関心を育てることも家庭の大きな役割であると考えます。市教育委
員会では、平成 27 年度から各地域・学校の実態を踏まえ小中学校
の「弁当の日」の取り組みを進めています。
　口和中学校区では、口和中学校・口南小学校・口北小学校の３校
で統一して「弁当の日」を定めています。取り組み内容は、学校ご
とに設定しています。

　口北小学校も年２回の「チャレンジクッキング」に
取り組んでいます。保護者から「親子で楽しくクッキ
ングができた」などの感想が聞かれています。

　この取り組みを通して、子どもたちに「食材への感謝の心」「地域
食材を知る機会」「家族への感謝の心」「家族の愛情」を感じさせる
ことを願っています。今後とも家庭でのご理解・ご協力をお願いします。

田園文化センター ☎ 0824-72-1159

（歴史民俗資料館・倉田百三文学館）

開館：10 時～17 時、 休館：月曜 （祝日開館・翌日休館）・年末年始

　口南小学校では、町内統一の「弁
当の日」を含め、遠足などの学校行
事の日にも設定しています。弁当作
りへの関わりは「おかず作りを手伝
う」「盛り付けを手伝う」「自分で作る」
など、家族と相談して各自で決めて
取り組みます。
　また、全校で年２回取り組む「チャ
レンジクッキング」でも、調理に対
する関心が高まっています。

　口和中 学 校 で
は、家庭科の「調
理」の授業を生か
し、自分で考案し
た弁当を作ってく
る生徒もいます。

【チャレンジクッキングとは】
夏休み・冬休みに自分でメニューを
決めて家庭で調理してくる宿題

配偶者や恋人からの暴力・暴言などで悩んでいませんか？

あなたの不安な気持ちをお話しください。
《家族や友人が心配という方もご相談できます。》

庄原市役所児童福祉課あんしん支援係
☎ 0824-73-1243　[月～金　９時～ 17 時（年末年始・祝日除く）]

広島県西部
こども家庭センター

☎ 082-254-0391 月～金 10 時～ 17 時
休日夜間☎相談
☎ 082-254-0399

月～金 17 時～ 20 時
土日祝 10 時～ 17 時

広島県北部
こども家庭センター

☎ 0824-63-5181( 代 )
内線 2313 月～金 10 時～ 17 時

口南小学校の取り組み

口和中学校の取り組み

口北小学校の取り組み
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クロージングイベント
さとやま ３つ星未来フェスタ

in 雪合戦

高野の冬の一大イベント「広島県雪合
戦大会」を盛り上げるために、おいし
い鍋のグランプリを開催します。自慢
の鍋料理を出店してみませんか。

内　容
▶さとやまステージ
総合監修の指出一正さん・山崎亮さんと「さとやま未来大賞」受賞者のトークセッション、広島県
内の団体によるパフォーマンスなどを繰り広げます！
▶さとやま３つ星キッチン
ココロザシ応援プロジェクトでの開発メニューやご当地グルメがブース出展します！
▶さとやまマルシェ
中山間地域の旬の味覚や特産品を販売します！
▶さとやまワークショップ
各地域で展開する取り組みを体験してもらい、次に地域を訪れてもらうきっかけをつくります！
問い合わせ
▶ひろしま里山交流プロジェクト実行委員会事務局　☎０８２－５１３－２６３４
メール satoyamakouryuu@pref.hiroshima.jp
内容は変更になることがあります。詳しくはホームページをご覧ください。

（https://satoyama-mirai2017.jp/）
▶企画振興課企画調整係　☎０８２４－７３－１１２８

と　き　11 月 26 日㈰　10 時～ 17 時 30 分
ところ　旧広島市民球場跡地 ( 広島市中区基町５番 25 号 )

と　き　２月３日㈯・４日㈰
ところ　高野スポーツ広場
募集チーム数（予定）
▶一般の部　76 チーム

〔内訳〕Ｐリーグ（全国大会の広島県予選を兼ねる）
16 チーム／Ｆリーグ（雪合戦を楽しむ）48 チーム／
レジェンドリーグ（男性は満 40 歳以上）12 チーム
▶レディースの部　16 チーム（選手は女性のみ）
▶ジュニアの部　12 チーム（選手は小学生のみ）
募集期間　11 月 15 日㈬～ 12 月 15 日㈮
参加費（１チーム）
▶一般・レディース　１万５千円
▶ジュニア　８千円
その他

「一般の部Ｐリーグ」と「レディースの部」の優勝チー
ムには、３月３日～４日に長野県で開催される第５
回日本雪合戦選手権大会への県代表としての出場権

（派遣助成金あり）が授与されます。
申し込み・問い合わせ
広島県雪合戦大会実行委員会事務局（高野支所地域
振興室内）　☎０８２４－８６－２１１３

と　き　２月４日㈰ 11 時～
ところ　高野スポーツ広場特設会場
応募資格　
雪合戦を盛り上げる鍋（汁物）料理を出店できるグ
ループ
※出店にはいくつかの要件があります。詳しくは事
務局へお問い合わせください。
応募方法　所定の応募用紙により事務局へ申し込ん
でください。応募用紙は送付しますので、事務局に
ご連絡ください。
応募期間　11 月 30 日㈭まで
※先着順です。定数になり次第締め切ります。
申し込み・問い合わせ
都市と農村交流推進会議（高野支所地域振興室内）
☎０８２４ー８６ー２１１３
ＦＡＸ０８２４ー８６ー２０６２

第21回広島県雪合戦大会 第１回しょうばら鍋－１グランプリ

参加チーム募集！ 出店者募集！


